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本資料の目的
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具体的な活動項目（現状）

ミッション・バリューの定義

全体構想の策定 全体工程表の策定
考慮すべき事項
・ ファーストターゲットとする分野/ユースケース
・ ODS-RAM各項目の具体化
・ 中小企業含めた企業側の対応と支援
・ トラストの全体像

考慮すべき事項
・ 欧州規制動向
・ ウラノス・エコシステム推進状況
・ 国際連携状況
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デジタルエコシステム官民協議会が、個別活動の集合ではなく、全体感を持った活動を牽引する司令塔となるよう、
ミッション・バリューの定義、および全体構想と全体工程表の策定を行い、これに則った活動を官民連携および各項
目連携で戦略的に推進する。



官民協議会のミッション・バリュー定義
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Purpose 
（目的）

データ連携とAI等による自動処理を活用して、人口減少・労働力不足・環境問題等の社会課題を解決し、
持続可能で回復力のある社会を実現する

Mission
（使命）

信頼を前提とし、データ連携とAI等による自動処理の取組を生み出すデジタルエコシステムの形成を、官民
でVisionを共有する場を提供し促進する

Vision
（ありたい姿）

➢ データ駆動型社会・自動化社会の実現: セクターを越えたシームレスで安全なデータ連携とAI等による自律的な分析・意
思決定・処理が、新たな価値創造とイノベーションを推進する未来 

➢ 経済成長の実現: 高度なデータ利活用と安全な自動化基盤により、各企業の経営高度化に加え、諸外国との連携や安
定的なサプライチェーンの構築を通じ、日本の産業発展と経済成長を実現していく未来 

➢ 持続可能で回復力のある社会: 人口減少、労働力不足、環境問題といった社会課題・地域課題が、データ駆動型ソ
リューションと自動化技術によって効果的に解決され、より持続可能で回復力のある社会が構築される未来 

➢ 国際的なリーダーシップ: 日本がDFFT（信頼性のある自由なデータ流通）と自動化に関する国際標準・ルール形成に貢
献し、安全なAI等活用のモデル国家となる未来

Value
（価値観・行動指針）

➢ 信頼と安全性（Trust & Security）: トラストの体系化と利用を広め、データ連携とAI等による自動処理における信頼
と安全性の礎を築く

➢ イノベーションと価値創造（Innovation & Value Creation）：データと自動化技術を活用して新たなユースケース
を創出するとともに、データ流通市場の創成を図り、人間とAI等の協働による高付加価値サービスを実現する

➢ 包摂性と社会的影響（Inclusivity & Societal Impact）: 「誰一人取り残されないデジタル・自動化社会」の原則
を守り、AI等の技術の恩恵を広く社会に還元する

➢ グローバルリーダーシップ（Global Leadership）:データガバナンスと安全な自動化に関する国際標準化へ積極的に
参画し、国際的な議論に貢献する



デジタルエコシステム構築の全体像
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Level.2  
Scale (Social Value)

Level.0 
Build & Run

産業分野（環境分野Ⅱ）
循環型社会ユースケース

(DPP,RMPを対象)

産業＋公共/準公共分野
Society5.0型ユースケース

商流・物流・金流・人流などの組織を超えた社会システム
企業活動（競争領域）ともシームレスな接続

環境対応に関わる企業
（中小企業含む）
（１万社を目標?）

様々な分野の企業
(国内100万社を目標?)

様々な分野の企業
＋

公共・準公共団体、事業者

日欧間相互接続・運用実現
国際標準化着手

欧米＋アジアでの
相互接続・運用実現
国際標準化完

異なる分野・特性のデータスペースに対する
互換的な接続、相互運用実現

対象/
ユースケース

参加
主体

相互
接続性

ト
ラ
ス
ト

産業分野（環境分野Ⅰ）
欧州規制対応ユースケース

(BPP,CMPを対象)

環境規制に関わる企業
（大手主体）
(数100社規模)

日欧間相互接続実証
国際標準化戦略策定

デジタルエコシステム構築に向けては、データスペース構築・テクノロジ開発・トラスト基盤構築の３テーマを連携させながら推進する必要。
多岐に渉る活動を戦略的に推進するために、官民一体となり活動していく。
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Scale (Volume)

データスペース
データスペース＋

AI
サイバーフィジカルデータスペース

＋マルチモーダルAI

データ取得・加工・
編集のAI対応

データスペース技術の適用

Level.1 

公的なヒト・事業者のトラスト基盤構築 トラスト基盤の海外連携 モノ・データ・AIエージェントなどへのトラスト拡張

社会活動への
AI利活用

不特定多数の企業の
データスペース参加

国際間DFFTの
実現
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